
第5回東アジア農業遺産学会（ERAHS）会議
2018年8月26日-29日、和歌山県日高郡みなべ町および田辺市

1.テーマ:世界農業遺産(GIAHS)と持続可能な社会

2.目的:
	農業遺産システムに関する科学的コミュニケーションの改善
	異なる文化遺産の中でのベストプラクティスとケーススタディの共有
	東アジア諸国間の農業遺産システムの連携の推進

3.日付:2018年8月26日（日）から8月29日（水）

4.会場:Hotel & Resorts WAKAYAMA-MINABE(和歌山県日高郡みなべ町山内348)他

5.スケジュール
	2018年8月26日（日）

	10:00–20:00
	登録

	2018年8月27日（月）

	08:30–09:00
	開会式
・挨拶　みなべ町長、和歌山県知事

	09:00–10:00
	基調講演
•FAO GIAHS事務局(未定)
•FAO GIAHS SAG(未定)
･武内和彦ERAHS名誉議長

	10:00–10:20
	写真撮影、ティーブレイク

	10:20–12:40
	パラレル・シンポジウム1,2

	
	シンポジウム1:GIAHSの次世代への継承（通訳付き）

	
	シンポジウム2:GIAHSとブランド化（英語のみ）

	12:40–13:40
	昼食

	13:40–16:00
	パラレル・シンポジウム3,4

	
	シンポジウム3:地域の多様な主体のGIAHS保全への参加（通訳付き）

	
	シンポジウム4: GIAHSと農村ツーリズム（英語のみ）

	16:00–16:30
	ティーブレイク・ポスター発表

	16:30–17:30
	基調発表
· 中国
· 日本
· 韓国

	17:30–18:30
	全体会合及び閉会式　田辺市長

	18:30–20:30
	レセプションディナー

	2018年8月28日（火）

	09:00–17:00
	現地見学
　・みなべ町うめ振興館
[bookmark: _GoBack]　・紀州田辺石神梅林　他

	17:00–18:00
	第10回ERAHS作業会合（関係者のみ）

	2018年8月29日（水）

	08:30–11:00
	テーマ別セッション

	
	セッション1:GIAHSのモニタリング・評価（英語のみ）

	
	セッション2: GIAHSの生物多様性の保全（英語のみ）



6.言語
	会議関係:原則として、中国語、日本語、韓国語、英語での同時通訳。
ただし、シンポジウム	2、4及びテーマ別セッションは英語のみ。
	現地見学:中国語/英語/韓国語の逐次通訳

7.参加者(予定)
　中国、韓国、日本など東アジアを中心としたGIAHS研究者、行政関係者、国連大、　　
FAO等　約300人

8.組織(予定)
　主催:
東アジア農業遺産学会（ERAHS）
みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会
和歌山県
みなべ町
田辺市
　共催:
	 国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）
	 世界農業遺産広域連携推進会議
 日本GIAHSネットワーク（J-GIAHS）
 中国農学会農業文化遺産分会
 韓国農村遺産学会
　後援:
	 国連食糧農業機関（FAO）駐日連絡事務所
	 農林水産省
2

